
別紙様式２‐② 

 

呉宮原高等学校 第１学年  国語科  年間評価計画 （その１）                                                    

                  

 

単元 

 

 

資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

１学期 ２学期 ３学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

水
の
東
西 

羅
生
門 

児
の
空
寝 

借
虎
威 

も
の
の
科
学
か
ら 

こ
と
の
科
学
へ 

待
ち
伏
せ 

東
下
り 

漢
詩 

短
歌
・
俳
句 

木
曾
の
最
期 

あ
り
の
ま
ま
の 

世
界
は
見
え
な
い 

雑
説 

【書くこと】 
相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，
語句などを工夫して書いて，自分の考えをまとめ，
深めることができる。 
 

 
 
○ 

   
 
 

 
 
 

      
 
 

 自分自身の体験や思索から
題材を得て，ふさわしい語
句を用いて書くことができ
る。 

体験だけではなく，読書や
調査，観察などから題材を
得て，取捨選択を行い，文
章の形態や文体，言葉遣い
に留意して書くことができ
る。 

構成や展開を意識し，場や
相手に応じて適切に文章の
形態や語句を選択して文章
を書くことができる。 

論理の構成や展開を工夫して，論拠に基づいて自分
の考えを文章にまとめ，深めていくことができる。 
 

 
 
 

    
 
○ 

       
 
○ 

文章の組み立て方，進め方，
統括する型を知っている。 

思考の進め方を整理し，文
章を論理的に組み立てて自
分の考えを文章にまとめる
ことができる。 

自分の考えの妥当性を裏付
ける客観性の高い資料を根
拠にして，自らの論を述べ
ることができる。 

対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切
な表現の仕方を考えて書き，自分の考えをまとめ，
深めていくことができる。 
 

    
 
○ 

 
 

  
 
○ 

 
 
○ 

 
 
○ 

 
 
○ 

  説明と描写の違いを理解す
ることができる。 

説明と描写を使い分けて書
くことができる。 

対象，相手，目的に応じて
効果的に説明と描写を使い
分けて書くことができる。 

【読むこと】 
文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意しなが
ら文章に描かれた人物，情景，心情などを読み味わ
い，自分の考えを深め，発展させていくことができ
る。 

  
 
○ 

 
 
○ 

 
 

  
 
○ 

 
 
○ 

 
 
○ 

 
 
○ 

 
 
○ 

  表現の特色を知り，人物，
場面，出来事がどのように
設定され，どのように描か
れているかを正確に読み取
ることができる。 

人物の物の見方，感じ方，
考え方，ひいては生き方を
的確にとらえ，表現や情景
と結びつけて人物相互の関
係の変容を読み取ることが
できる。 

人物の心情を自らの生き方
と重ね合わせ，共感したり
批判的に読む中で，想像力
や豊かな心情，感性を培う
ことができる。 

文章の構成や展開を確かめて的確に読み取り，内容や
表現の仕方について評価したり，書き手の意図をとら
えたりして，自分の考えをまとめ，深めることができ
る。 

 
 
○ 

    
 
○ 

      
 
○ 

 
 
○ 

文章の構成や展開の仕方を
つかむことができる。 

段落のはたらきや段落相互
の関係を把握することで書
き手の意図を的確にとらえ
ることができる。 

文章を批判的に読むことが
でき，自分なりの意見を目
的，意図に応じて活用する
ことができる。 

【話すこと・聞くこと】 
話題について様々な角度から検討して自分の考えを
持ち，根拠を明確にするなど論理の構成や展開を工夫
して意見を述べ，深めていくことができる。 

  
 
○ 

   
 
 

      
 
 
○ 

 
 
 

意見の基となる事実や事柄
などについての認識や，事
実に対する自らの態度の自
覚ができ，相手の考えの基
となる事実や事柄，考えを
形成する過程を的確に理解
することができる。 

調べた内容を整理し，異な
る立場に立って見つめ直し
たことなどに基づいて，自
分の意見との共通点や相違
点についてまとめたりし
て，考えの相対化を図るこ
とができる。  

根拠を明確にし，論理の構
成や展開を工夫して，自ら
の考えを相手が的確に理解
できるよう筋道を立てて表
現することができ，合意を
形成したり思考の深化を図
り，課題を解決することが
できる。 

目的に応じて，効果的に話したり的確に聞き取ったり
して，考えを深めていくことができる。 

   
 
○ 

   
 
○ 

   
 
 

 
 

  話す目的や場が把握でき，
また，情報や事柄を的確に
聞くことができる。 

目的や場に応じて話すこと
ができ，また，多くの情報，
事柄から必要なことを聞き
分けることができる。 

分かりやすく，目的や場に
応じて話すことができ，聞
き手の思考や判断をもって
聞き入り，味わうことがで
きる。 

 

 

 

 

 



別紙様式２‐② 

 

呉宮原高等学校 第１学年  国語科   年間評価計画 （その２）  

 

                  

 

単元 

 

 

資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

１学期 ２学期 ３学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

水
の
東
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羅
生
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児
の
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借
虎
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も
の
の
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学
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と
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伏
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下
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漢
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短
歌
・
俳
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木
曾
の
最
期 

あ
り
の
ま
ま
の 

世
界
は
見
え
な
い 

雑
説 

[伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項] 
言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関
係に気づき，伝統的な言語文化への興味，関心を広げ
ることができる。 
 

 
 
 
○ 

   
 
 
○ 

   
 
 
○ 

 
 
 
○ 

  
 
 
○ 

  
 
 
○ 

作品一つ一つに表れた個性
と価値がわかる。 

古文と漢文の両方を学ぶこ
とを通して，両文化の関係
に気づくことができる。 

作品を集合的にとらえた時
代全体の特質，さらに現代
につながる我が国の文化全
体の独自性がわかり，多様
な方面からアプローチし
て，我が国の伝統的な言語
文化の独自性と価値を尊重
することができる。 

文語のきまり，訓読のきまりなどを理解することがで
きる。 

   
 
○ 

 
 
○ 

   
 
○ 
 

 
 
○ 

 
 
○ 

 
 
○ 

  
 
○ 

文語のきまりや訓読のきま
りを理解することができ
る。 

文語のきまりや訓読のきま
りを生かして文脈を理解す
ることができる。 

文語のきまりや訓読の決ま
りを学習に役立てることが
できる。 

国語における言葉の成り立ち，表現の特色及び言語の
役割などを理解することができる。 

 
 

 
 
 

 
 
○ 

  
 
 

  
 
○ 

 
 
 

 
 
○ 

 
 
○ 

  
 
 

言葉の成り立ちや表現の特
色についての知識が持て
る。 

身近な言語生活の経験をと
おして言葉の成り立ちや表
現の特色について理解した
り，表現者の意図や心情に
結び付けて理解したりする
ことができる。 

言語の個人や社会の中での
役割や，文化の享受，発展
へのかかわりを考え，実際
の言語に運用することがで
きる。 

常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字が書けるよ

うになる。 
○ ○   ○ ○     ○ 

 常用漢字の音訓が正しく

使える。 

常用漢字が文脈に応じて

書ける。 

 

主な学習活動 文章 

作成 

討論 発表 文章

作成 

文章

作成 

協議 文 章

作成 

文 章

作成 

文 章

作成 

文 章

作成 

協議 文章

作成 

 

 

 

 

 

 

 

意欲・態度，価値観・倫理観 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

協調性・柔軟性が持てる。 他者の考えが理解できる。 他者と自分との相違点，共
通点が見いだせる。 

他者との相違点，共通点が
わかり，他者と協働して新
たな価値を生み出すことが
できる。 

主体性・積極性，責任感を持ち，リーダーシップが取
れる。 

自ら積極的に考え，行動し
ようとする意欲が持てる。 

他者との中における自己の
役割を果たすことができ
る。 

集団の中で積極的に考え，
行動し，リーダーシップを
取ることができる。 

自己理解ができる。 自己のアイデンティティを
確立することができる。 

他者のアイデンティティと
自己とのつながりがわか
る。 

他者のアイデンティティを
推し量り，多様性に対応す
ることができる。 

異文化理解ができ，日本人としてのアイデンティティ
が確立できる。 

文化の概念がわかる。 自国の文化を理解し，外国
の文化と比較して，相違点
や共通点がわかる。 

日本人としてのアイデンテ
ィティを持ち，グローバル
社会を生き抜く高い志と使
命感が持てる。 

 


